
2026年3月31日6時 ＮＨＫ 文芸選評 2025 推敲過程 全139句 40行2段9.5ポ < 1 > 桐10 

春の星 うす雲の冷たかりける春の星 2026. 2. 8

身の旨し汁また旨し蜆汁

まづは汁旨しと啜る蜆汁

2026. 2.22蜆汁

まづは汁うましとすする蜆汁 2026. 2.23

蜂の巣は蜜の重さにぶら下る

蜂の巣は蜜の重さに垂れ下る

蜂の巣の蜜の重さを思ふなり

2025. 4.20

蜂の巣は蜜の重さを含みをる

蜂の巣に蜜の重さの含まるる

蜂の巣の蜜の重さを思ひをる

蜂の巣の蜜の重さのいかばかり

2025. 4.21

蜂の巣の蜜の重さは見えねども

蜂の巣

蜂の巣の重たき蜜は見えねども

2026. 3.31

水晶は硬くゼリーは柔らかく

水晶は硬くゼリーはやはらかく

食べられぬ水晶食べられるゼリー

2025. 6. 4

クリスタル硬くゼリーは柔らかく 2025. 7.16

もう立つてをれぬゼリーを匙で押す 2025. 6. 4

ゼリー

もう立つてをれぬゼリーのふるへをる 2025. 7.16

葡萄酒は血ビールは何に例ふべき

ワインは血ビールは何に例ふべき

ワインは血ならばビールは何に似る

ワインは血ならばビールは何とせん

ワインは血ならばビールは何の喩ぞ

ワインは血ならばビールは何々の

ワインは血ならばビールはつまりその

ワインは血ならばビールはキリストの

ワインは血ならばビールは神聖な

2025. 6.22

ワインは血ならばビールは何とせむ

ワインは血ならばビールは何とせう

ワインは血ならばビールは何でせう

2025. 6.23

ビワインは血ならばビールは何ならむ 2025. 6.26

ビアガーデンの喧嘩ジョッキが飛び交へ
り
ビアガーデンの喧嘩ジョッキが飛び交ひ
て
ビアガーデンの喧嘩ジョッキが飛び交う
て
ビアガーデンの喧嘩ジョッキが飛び交ふ
ぞ
ビアガーデンの乱闘ジョッキが飛び交ふ
ぞ

2025. 6.22

ビアガーデンの喧嘩ジョッキが飛んでく
る
ビヤガーデンの喧嘩ジョッキが飛んでく
る

ビヤガーデンの喧嘩ジョッキが空を飛ぶ

ビヤガーデンの喧嘩ジョッキを投げ合つ
て

2025. 6.23

揉め事にビールのジョッキ飛んでくる 2025. 6.25

揉め事にビールジョッキが飛んでくる

揉め事にビールジョッキを投げつけて

諍ひはビールジョッキの殴り合ひ

乱闘やビールジョッキで殴り合ふ

乱闘やビールジョッキの殴り合ひ

ビ乱闘はビールジョッキの殴り合ひ

2025. 6.27

ビール

ビールジョッキが飛び交ふ喧嘩ビヤホー
ル

2026. 3.27

若きらに道を譲りて古茶新茶

新若きらに道を譲りて古茶啜る

2025. 5.12新茶

若きらに席を譲りて古茶啜る 2025. 6.10



2026年3月31日6時 ＮＨＫ 文芸選評 2025 推敲過程 全139句 40行2段9.5ポ < 2 > 桐10 

天井の守宮が壁に来て憩ふ

吸ひついて守宮の好きな硝子かな

吸ひついて守宮の好む硝子かな

吸ひついて守宮の力不思議なり

吸ひついて守宮のちから不思議なり

力むでもなくてペタリと守宮かな

吸ひついて力むでもなし守宮かな

天井に常の如くに守宮かな

吸ひついて神の下僕の守宮かな

くねらせて竜の使ひの守宮かな

くねくねと竜の使ひの守宮かな

守宮なり竜に代つて家を守る

竜神の使ひの守宮家を守る

竜神に代つて家を守る守宮

吸ひつける守宮のちから不思議なり

吸ひつける守宮のちから天井に

天井の守宮に貸せる力かな

天井も壁の続きや守宮這ふ

天井も壁の如くに守宮這ふ

天井に力むでもなく守宮かな

天井に力を抜いて守宮かな

天井に力むでもなく守宮をる

天井を力むでもなく守宮這ふ

2025. 5.26

天井をするする進む守宮かな 2026. 3.31

静かなる守宮の力壁に付く

静かさや天井守宮壁守宮

静かなる天井守宮壁守宮

二匹ゐる天井守宮壁守宮

守宮

二匹をる天井守宮壁守宮

2025. 5.26

爽やかにテレビは悪を成敗す 2025. 9.14

爽やかに指つき立てて二才なり 2025. 9.14

爽やかに二才なりけり指二本

爽やかに二才を示す指二本

爽やかな二才なりけり指二本

爽やかな二才の主張指二本

さはやかな二才の主張指二本

さはやかな二歳の主張指二本

爽やか

さはやかな２才の主張指２本

2025. 9.15

去年の菊枕を庭に焚いてをる菊枕

去年の菊枕を焚けり菊畑

2025.10. 8

薪もなく炭もなき世の冬支度 2025.10.22

薪炭を買ふこともなく冬支度 2025.10.23

薪もなく炭もなき町冬支度

薪もなく炭もなき家冬支度

薪もなく炭も不要の冬支度

冬支度

薪もなく炭も要らざる冬支度

2025.10.27

地獄には閻魔と閻魔蟋蟀と

蟋蟀や閻魔に仕へ便所にも

2025. 9.27蟋蟀

蟋蟀は閻魔に仕へ便所にも 2025. 9.28
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埋火が埋めし処にて消ゆる

埋火が消えて純白残りけり

埋火が消えたる処純白す

埋火の消えし空間純白す

埋火のありし空間純白す

埋火の消え一塊の純白す

埋火は消え一塊の純白す

埋火の火の一塊の純白す

2021. 5.30

命終や埋火のこの純白は

命終や純白のこの埋火は

純白をまとひて埋火の眠り

2021. 6.16

埋火のその純白を掘り起こす 2024. 3.27

埋火のその純白を掘り当る

埋火のその純白を掘り当てし

2024. 4. 7

埋火のその命終を掻き出せり 2026. 1.11

埋火を看取るがごとく掻き出せり

埋火を看取るがごとく掻き当てり

埋火を看取るがごとく灰をかけ

埋火に看取るがごとく灰をかけ

2026. 1.12

埋火の内へ内へとこもりけり

埋火の内へ内へとこもる赤

2026. 1.11

埋火

埋火は内へ内へと赤く消ゆ 2026. 1.12

着膨れてもう幽霊と気づかれず

着ぶくれてもういうれいと気づかれず

きぶくれてもういうれいときづかれず

2025.12. 7

きぶくれてもういうれいとわかるまい

きぶくれてもういうれいをこえけるも

幽霊の老いし父母着膨れて

幽霊の父母老いて着膨れて

きぶくれてもういうれいにもどれずに

きぶくれてもういうれいにもどれない

2025.12. 8

着膨れの火種のごとく紙懐炉

着膨れて火種のごとく紙懐炉

着膨れて腹に秘蔵の紙懐炉

2025.12. 7

着膨れ

着膨れて腹に秘匿の紙懐炉 2025.12. 8

七十三は素数なりけり老の春

七十三は素数のほまれ老の春

初春

七十三は素数の誉れ老の春

2025.12.19


